










成書によれば,「症候 symptom とは疾患の存在を指示する現象である」と述べ

られている。その中で,他覚的症状は微候 sign として特に区別していることが

多い。

生まれつきの疾患の中には,本人に障害として意識されぬものや,日常生活にさ

して障害にならぬものがある。将来悪化が見込まれるために,治療の対象と考

えられる場合などには疾患として取り扱われる。生まれた時すでにみられる現

象を先天性 congenita1 といい,正常域から外れているものを異常 anomaly とい

う。


